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  1 Medical follow－up studies on urinary tract injuries due to trathc accidents in Japan were

attempted． The traffic police s七atistics were ofユittle help for this purpose．

  2 Recently， trarac accident has been increasing its significance as a cause of urlnary trc：Lct

injuries in Japan． At the present time， about fifty per cent of the injuries are estimated due to

trathc accident．

  3 ln Japan， the pedestrians are the first victirns followed by the motorcycle riders．

 4 ln Japan， injury of the urethra associated with pelvic fracture comes to the first place．

  5 Complicated urinary tract injury due to traffic accident often results in the intractable

urinary fistula formation．

  Tissue viability test with alphazurine 2－G （Patent Blue） was helpful in one case to remove

the devitalized scar tissue caused by urinary extravasation， thus promoting spontaneous closure

of the fistula．

  6 An experiment on rupture of the kidney， bladder， testis， liver and spleen was carried out

to test their vulnerability．

 The first three organs were more resistant than the liver and spleen．

緒 言

 近時，わが国の高度経済成長と重工業化に伴

い，自動車保有数の増加はいちじるしいが，自

動車産業の成長と道路事情のアンバランスのた

めに交通事故死傷者数は年々増加の一途をたど

っ． ﾄいることは，警視庁発表の1967年度増加率

21．2％という数字にも表われており，1966年度

厚生白書にも交通事故対策と救急体制の整備が

主張されている．医学的立場からも，このこと

は憂慮すべき’問題となりつつあり，とくに脳神

経外科，整形外科領域において交通外傷のしめ

る比重はもはや云々すべくもない．さて泌尿器

科領域においてはどうであろうが．著者らはだ

いたい次のような項目をたててこの問題に接近

を試みることによって，わが国における交通外

傷による尿路外傷の実態と特殊性を臨床医学的

見地から観察してみたいと考えた．

 1．交通外傷において尿路外傷はどれ程の頻

度でみられるか．

 H．尿路外傷において交通事故はどのような

役割を演じているか（文献的考察および自験例），

 皿．交通外傷による尿道損傷の難治性の原因
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的考察とその対策．

 IV．泌尿性器の外力による易損傷度につい

て．

 本論に入るまえに，交通事故の範囲を規定し

ておく必要があろう．交通機関としては，船

舶，軌道車輌，自動車，二輪車（動力を有する

もの，有しないもの），馬，スキー，航空機な

どがあるわけで，それに関連した事故は広い意

味で全部交通事故であり，かつては雪国でスキ

ーで転倒して腎外傷という報告もあり，馬蹴に

よる腎外傷も多くみられたのであるが，ここで

は平和時において陸上道路面を走行している車

（vehicle）に限定することにする．

友吉ほか：尿路外傷と交通事故

         これが警察庁交通統計に集積せられる．受傷者

  1．交通外傷における尿路外傷の頻度と

   意義

 まず前提として，交通事故の死傷者が自動車

保有数の増加に平行して増えつつあることを指

摘しておきたい．Fig，1は米国交通事故死亡者

の年次推移で，いまや年間5万人以上，これは

糖尿病死亡よりはるかに多く，高血圧性心疾患

に迫っている．日本でもFig．2のように死傷

者が急増していて，国鉄事故死傷者はこれに比

べると全く微々たるものである．事故の様態と

しては，Table 1のように，欧米先進国では車

同志または車単独によるものが多く，日本では

歩行者，二輪車運転者の犠牲者が大多数をしめ，

後述の神戸大学の症例はすべてこれである．

Table 1事故の様態

はそのまま最寄りの救急医院に運搬される．交

通事故統計原票に記載される傷害記録はTable

2のごとく，交通警官の判断のみに基づくき’わ

めて簡単なもので，そのこ受傷老について判明

した医学的事実は全く反映されないし，あとの

外傷の経過についての追跡調査もない．また担

当医師よりの報告も義務づけられていない．以

上の理由から医学的追跡調査を可能にするシス

テムに欠けている交通警察統計からは尿路損傷

の増加の実態を知る手がかりを得ることがでぎ

ず，最初の目的は果し得なかった．

Table 2 交通事故統計原票のなかの傷害記録

   オースト        日 本 神戸大アメリカ
    ラリア

⑭損傷程度 第一 第二⑮程駐部鰍 第二

死  亡 1 ｹ  部

1

腹  部

23

重  傷 2 腰  部

123456

被害 の 状況

脊椎部
r  部

456

CR1230

軽  傷 3 脚  部一 ｝ 一 一 7

複数傷

78

8

な  し O 不  明 一 9

1な  し

90

0 1

人一自動車

2輪車一自動車
27％

21％ 1 35％ 1 57％

・・％巨2％・3％

自鱒一町鱒61％42％27％1＼
自動車単独 ！2％ 1 s％ 1 20％ IX

 さて，本項目に提起した問題に答えるために

は社会的な調査が要求されることは勿論であ

る．交通事故に対する行政の関与はFig．3の

模式図のごとく，事故現場においては全く医学

的にしろうとである交通警察官の作成する人身

事故速報と事故記録としての交通事故統計原票

（全国共通様式）が各府県警本部に届けられ，

 米国における腹部外傷についての最近の統計

をみると交通事故が原因の63％をしめていて

（Fig． 4）， Williarns＆Yurko （1966）， Rodkey

（1966）ともに，腎を筆頭とし，脾，肝，膀胱の

順となって泌尿器外傷の頻度の高いことを指摘

している．外傷死亡例のみについてみると

Wil！iams＆Yurkoによれば，肝，膵，脾の順

で，三者の外傷で71％をしめ，腎は9％に過ぎ

ない（Fig．5）．すなわち腎外傷は高頻度の割に

は死亡率の低いことがわかるのである．もちろ

ん，わが国では事故の様態が異なるのでこの比

率がそのままあてはまるとは限らない．

 また，交通外傷においては単一臓器のみが損

傷を受けるということは少なく，いわゆる多発

外傷rnultiple injuriesで，骨筋肉損傷，脳神

経外傷，内臓損傷などの合併することが多く，

たとえばNation＆Masseyは258例の腎外傷

中81例に他の損傷をみとめ，うち61％は骨格系，

28％が内臓系，8％は両方の外傷の合併である

としているし，内臓損傷のみに限ってもWilli一
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ams＆Yurkoの278例中84例がmultiple organ

injuryであった． さらにまた腎臓自体は損傷

を受けていなくても，いわゆるcrush syndro－

me（挫滅症候群）のために急性腎不全を起こ

し死亡する例も少なくない．とくに自動車事故

では筋の圧挫滅が広範囲におよび，Fig．9の腎

組織学のようにミオグロビソ母性の腎障害を併

発して死亡する例が存在する．同じことは陰茎

そのものにはさしたる外傷はないのに骨盤外傷

後，後遺症としてのimpotenceが事故の補償

問題とも関連してむずかしい問題を起こすこと

も著者らが経験したところである．そのような

観点から，各科医師を配した総合的な救急セン

ターの整備と，交通外傷の実態が容易に把握で

ぎ，行政に反映するような体制が早く樹立され

ることが望ましい．
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  H．尿路外傷において交通事故のしめる

   意義

 つぎは見方を逆にして尿路外傷において交通

事故がどのような地位をしめているかをみたい

と思う．

 まず時代の変遷とともに原因別の頻度がどの

ように変化してき’たかを，可能な限りの尿路外

傷の報告から10年ごとに集計することによって

観察してみた．これは報告例であるので必ずし

も現実の数とは一致しないが，いちおうの傾向

はうかがうことができよう．Fig．7および

Fig．8の示すごとく，日本，米国ともに近年交

通事故の比重が増大しているのがわかる．とく

に米国ではユ956年以降の10年闘では道路交通事

故による尿路外傷の報告例が過半数をしめて自

動車保有台数の急激な上昇（Fig．1）と一致し

ている．日本でも1956年以降は尿路外傷の報告

例の絶対数も増すと同時に，道路交通喜故の比

率が増加しているが，全体としてはまだ過半数

をしめるに至っていないで，墜落，打撲などの

非交通外傷が多いが，これは工業化の促進と闘

係があると推察される．しかし下表の右に附記

したように神戸大学の症例に限っていうと54％

が道路交通事故に起因するものである．そこで

すこし詳細に神戸大学泌尿器科で最近3年間に

経験した尿路外傷の自験例35例についてまとめ

てみると，Table 3のごとくであって，年令分

布では30才代の男子にピークがあり，尿道外傷

が圧倒的に多く，その交通外傷率は54％で，骨

盤骨折を伴うものが過半数をしめている．前章

で紹介した米国の損傷臓器順位と比較すると著

明な差がある．もちろん，日本の場合はもっと

多数の症例について検討しなと統計的なことは

結論しがたいが，尿道損傷が多いという傾向は

十分うかがい知ることができ，それには事故の

様態の差異が起因しているものと考えられる。

 なお，諸家の統計報告より尿路外傷において

交通事故のしめる比率を参考までに二三挙げて

おくとTabユe 4のごとくである．

Table 3 神戸大学最近3年聞の尿路外傷

 35例のまとめ

1性別 男33  女2
2 年令  10以下………………・・…・6

     10 代………………・・…・…4

     20代………………・・……・4

     30代一……………・………10

     40 代………………………2

     50代………………・・…・…5

     60 以上……………・…・・…4

3 損傷部位 腎…………………………3

      膀胱……………・…一…・1

      尿道 振子部…………里
        膜様部・・一・・一・。・・ 7  30

        球  部・・・・・・・・・… 22

      睾丸……………………1

      （骨盤骨折・…一……18）

4 原因   交通事故………………19（54％）

      作業上事故……………3

      一般外傷………………8

      不  詳………………5

5 転帰   全：治 21   略治 14

6 後遺症  インポテンツ…………2

      尿失禁……………・…・・1

      ネ申経麻痺・・………… …・1

      永久尿痩………………1

皿．交通事故尿路外傷に起因する難治

 性尿痩について

 一般に交通外傷における複雑な尿路損傷後の

尿管はいったん形成されると難治性を示し，い

ろいろの治療に抵抗する．われわれの症例でも

35例中の略治14という転帰の内容は，尿痩の反
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Table 4尿路外傷において交通事故の占める比率

報 告 者 報告年次 損傷部位 例 臨交欝故・％
Schell ＆ Nation

Nation ＆ Massey

藤  井

Peacock

Williams ＆ Yurko

1963

1963

！942

1939

1966

腎 外 傷

腎 外 傷

腎 外 傷

膀胱破裂
腹部外傷

478

258

116

28

278

55％

54％

30％

50％

63％

復出現である．そのほとんどが外傷直後の救急

処置の際に適当な泌尿器科的処置を受けなかっ

たことにも遠因があるが，そのほかにFig．6

のシェーマに示すように，尿浸潤後に形成され

る肉芽搬痕組織は抗生物質も到達しにくく，い

わゆるtissue viabilityの低下があることも原

因であろう．その上に骨盤骨折を合併したりす

ると，上肢にみるVolkmann阻血性拘縮と類似

の影響が加わるものと推察される，そのような

肉芽廠痕組織の組織像を観察してみるとFig．

ユ0のように血管や細胞成分にとぼしい線維化

組織であり，場所により炎症性細胞浸潤も著明

である（Fig．1！）．これを確実に除去すること

が唐墨の手術的治療の要訣であろうと考えて，

tissue viability testを行なってみた．すなわ

ちAlphazurine 2－G（商品名Patent Blue）を

20mg／kg，5％ブドウ糖で薄めたユ0％液として

静注し，その後の体組織の着色の程度により判

定する．この色素はCa（C27H31N207S2）2なる構

造を有し，無害性で静注後2～3時間で体組織

を緑青色に染める．長時間血管内にとどまった

のち2～3日以内には主として尿より完全に排

泄される．

 症例：YR，14才男。

 病歴：1961年月29日，ダンプカー trこはねられ骨盤骨

折に合併して尿道膜様部損傷．受傷後5年6ヵ月にな

るが尿が①本来の尿道，②腹壁痩孔（尿道皮膚穣），

③肛門（尿道直腸婆）から出る．尿道膀胱造影を行な

うとFig．12のごとく，造影剤は一部膀胱へ，大部

分は直腸に入る．1967年5月15日，膀胱痩術と同時に

尿道皮膚痩摘除術を行なって壊死組織を可能な限り除

去した．その際の所見として，膀胱壁周囲に一部壊死

化した硬い肉芽組織がみとめられた．そのこ腹壁およ

び肛門への尿排出は減少したがなお日常生活には不便

であり，留置カテーテルを置いて入院をつづけた．同

年8月14日，薬局にて無菌的に調製されたPatent

Blue液を体重1kgあたり20mgになるように静注

してtissue viability test下eこ壊死肉芽組織除去術

を行ない，痩孔はめだって縮少し，尿繧からの排出も

著明に減少したので9月25日退院した．退院時，自然排

尿にて全尿量の94％は尿道より，5％は尿道直腸繧よ

り，1％は腹壁痩山より排泄されるという見当までに

改善された．なお切除肉芽組織の一部にPatent Blue

の沈着をみとめるが，大部分はいわゆるdevitalized

tissueであった（Fig．ユ3）．

IV．外力による泌尿性器の易損傷性の

 検討

 交通事故における臓器外傷を実験的に再現す

ることは與味はあるが困難なことである．

 われわれはイヌを用いて摘出直後の臓器につ

いて，すなわち組織の変性をきたさぬうちに，

Fig．14のような装置を用い，破裂に要するエ

ネルギーを測定してみた．もちろんこの場合，

外力は臓器に直接加わるわけで生体内臓器に対

するように間接的な外力到達の仕方と異なる

が，易損傷性のいちおうのめやすにはなると考

えた．すなわち分銅の重量を徐々に増加して高

さを調節しつつ落下せしめ，明らかに破裂をも

たらし得た場合に臓器に与えられた運動エネル

ギー1／2mv2をmghにより算出した．この場

合臓器をr枚の平板で覆うことにより分銅によ

る機械的な損傷を避けた．その結果はTabユe 5

のように各臓器ともに意外に少量のエネルギー

で破裂を起こしている．そのうち脾，肝などは

とくに破裂し易く，あと腎，寒丸，膀胱の順

となっている．Fig．15は腎破裂を示すが，定

説どおり長軸と直角に破裂線がみとめられる．

睾丸は副睾丸頭部近接部位に破裂を生じた．膀

胱は充満したものが案外の抵抗を示した．その

理由としては充満するとある限度内ではむしろ

反燈力が高まるためであると考えられる，しか
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  Table 5臓器破裂実験（イヌ）

破裂に要するエネルギー（mgh）：1／2 mv2

参 考 文 献
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脾

肝

軍丸

膀胱｛栄囎

  ／．5×lo7 erg

2．ON3．4×10T

2．9・v4．9×107

  3．4×／o7

  3．9×lo7
  4．9×107

し充満膀胱は恥骨上に挙上するので，損傷性は

高まるというように解剖学的に定説を説明する

ことが可能である．ここで興味あることは，腹

部外傷において高い死亡率を示す肝，脾のごと

き臓器は，やはり実験的にも破裂性が大である

という事実である．

結 語

 1．交通災害医学からみて警察統計は不備で

ある．とくに，医学的追跡調査を可能にするシ

ステムに欠けている．

 2．尿路外傷において原因として交通事故の

しめる比率は増しつつある．現在，日本では約

50％と推定される．

 3． 日本では歩行者ついで二輪車運転者の症

例が多い．

 4， 日本では骨盤骨折を伴う尿道損傷が多い

ようである．

 5．交通外傷における複雑な尿路外傷後の難

治性尿痩は壊死搬痕組織を除去することにより

改善する．そのためにPatent Blueによる組

織生活感テストは有用と思われる．

 6．腎，膀胱，睾丸など泌尿性器は肝，脾に

比し破裂への抵抗は強い．

 本論交の要旨は日本泌尿器科学会第18回中部連合地

方会（金沢市，1967年11月3日）のシンポジウム「泌

尿器外傷」 （司会黒田恭一教授）の席上で友吉が発表

した，また第15回日本災害医学会総会（神戸市，1967

年10月26日）において友吉が口演発表した．

 稿を終えるにあたり御指導御校閲をいただいた石神

教授に感謝致します．

  （本論文と直接の関係のないものもあるが参考のために掲載することにした）
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．9Crush syndromeにおけるミオグロピ 

性腎障害，×150，H－E染色．鷺

’

∴

艦糞
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淋

・11尿浸潤後影痕組織における炎症性細胞 

，×150，H－E染色．1

」轡

壌

F

，12 尿道膜様部損傷例（ダンプカーに 

骨盤骨折，14才♂）の尿道造影． 

直腸棲を形成している．三

鯉
麟 飛
F

．10 尿浸潤後に形成された肉芽搬痕組織． 

0，H－E染色．F

．13 Tissue viability test後に除去した 

vitalized tissue．一部にPatent Blueの 

をみとめる．×400，H－E染色．
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